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◇九段会計通信 Vol.7のコンテンツ◇

■こんなときどうなる？身近な税務トピック
　　・年末調整編～注意点は何！？～
■温故知新な＜九段的ヒトコト＞
■編集後記

１２月です。別名、師走。師匠（僧）が走りまわるほど忙しいことを表すとよく言われま
す。
では走った先に、何があるのでしょうか。
ただ忙しくしているだけか、何かに向かって走っているのか。
同じ一か月でも、だいぶ差がつきそうです。

それでは九段会計通信・師走号をどうぞ。
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●年末調整編～注意点は何！？～

～年末調整～

年末調整の時期が来ました。準備はいかがでしょうか？
毎年のこととはいえ、年に一度のことですので、どの資料を添付したらいいか、
わからなくなることがあるかと思います。
弊所職員から説明はあるかと思いますが、
間違いやすい点をピックアップしたいと思います。

１． 生命保険料控除

保険会社から送られてくる証明書を必ず添付して下さい。
一般の生命保険料又は個人年金保険料は、
1年間に支払った金額が25,000円までは全額が控除されますが、
25,000円を超えた金額は、
年額10万円までは段階的に計算され、
最大5万円ずつが控除されます。

２． 地震保険料控除

保険会社から送られてくる証明書を必ず添付して下さい。
旧長期損害保険料も含まれます。
区分によりますが、最大5万円が控除されます。

３． 小規模企業共済等掛金控除

小規模企業共済は、国が作った「経営者の退職金」です。
本人が直接支払っている場合は、証明書の添付が必要です。
（給与から天引きされている場合は、添付の必要はありません）



４． 社会保険料控除

健康保険、国民健康保険、厚生年金、国民年金、雇用保険などです。
国民年金だけは、証明書の添付が必要です。
国民健康保険を支払った方は、金額の明記が必要です。
1月1日から12月31日までに実際に支払った金額を御自分で集計していただきます。

５． 扶養控除等

配偶者やお子様、ご両親など、お給料や年金が無い、または少ない御家族や、
ご自身もしくは扶養している方が障害者の場合などは、
控除対象になります。
給与所得者の扶養控除等申告書に、必ず、
お名前・続柄・生年月日・同居かどうか・所得（給与）金額を御記入下さい。
障害者に該当する場合は、等級の判定のため、
障害者手帳のコピーなどを添付して下さい。
また、夫と死別や離婚した場合、配偶者と死別や離婚し、
お子さんを扶養している場合は、
「寡婦」、「特別の寡婦」、「寡夫」に該当する場合がありますので、
御記入下さい。

６． 配偶者特別控除

配偶者の給与の収入が103万円超で、141万円未満であれば、
段階的に控除が受けられます。この所得を誤って申告すると、
後から税務署から会社に納付書が来ますので、
無駄な延滞税等を避けるためにも、
できれば配偶者の源泉徴収票を受け取るのがいいです。
（所得税の納付義務は会社にあるので、会社に納付書が来て
会社が本人から徴収するようになります。）

７． 住宅借入金等特別控除（住宅ローン減税）

税務署から送られてきた、
「21年分給与所得者の(特定増改築等)住宅借入金等特別控除申告書」と、
金融機関から送られてくる
「住宅取得金に係る借入金の年末残高等証明書」を添付して下さい。
平成21年1月以降に住み始めた場合は、
確定申告を行わなければならないため、年末調整はできません。
要件に該当している必要がありますので、詳しくは職員までお尋ね下さい！

８． 医療費控除

こちらは、年末調整ではできません。確定申告を各自していただくよう、お願い致しま
す。

その他、ご不明な点は、いつでも職員までお尋ね下さい！

また、この時期に、保険について、もう一度検討することをお勧め致します。
保険は、適正ですか？
内容は納得したものですか？
ただの付き合いで加入したものではありませんか？

というのも、私、矢合の父も、小さいながら会社を経営しており、
付き合いで随分保険に入りました。
しかし、30代でガンになり、
保険料が高額になってしまい、



それでも払い続けていましたが、
資金繰りが厳しくなり解約・・・
当時、アドバイスをしてくれる方がいれば、と今思います。
保険は月々の金額だけでは計れません。
同じ失敗が起きぬよう、是非一度、ご確認いただくことをお勧め致します。
その際、プロの方に（もちろん無料で）診断していただくので、
是非職員までご連絡下さい！
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一頭の狼に率いられた百頭の羊の群れは、
一頭の羊に率いられた百頭の狼の群れに勝る。
　　　　　　-ナポレオン（フランス皇帝）

狼と羊。どちらが強いかは明確です。
上記の２つの群れの違いは、
「誰が統率しているのか」
ということ。
一方は弱い羊に統率された、強い者たちの群れ。
一方は強い狼に統率された、弱い者たちの群れ。

どんなに強い者たちを集めても、
「誰が統率しているのか」
によっては、弱い者たちの群れに敵いません。
逆に言えば、統率する者いかんで、
全体の力（＝組織力）は上昇させることができるということです。

ナポレオンは自身を狼だと信じて疑わなかったことでしょう。
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先日、久しぶりにサッカーを見に行きました。
鹿島アントラーズ対ガンバ大阪戦です。

この日、鹿島アントラーズが勝ち、2位の川崎フロンターレが
引き分け以下なら、鹿島アントラーズの優勝が決まる一戦でした。
対するガンバ大阪は、勝てば優勝の可能性が出るが、
負ければ優勝の可能性が消えるという、
両者にとって大事な試合でした。

結果は、「勝ちたい」気持ちが勝った鹿島が5-1で勝ちました。

スポーツでも何でも「気持ちが大事」といいますが、
スポーツ観戦をすると、肌で感じます。
技術は非常に優れているのに、気持ちの面で負けてしまった結果、



パフォーマンスも低くなり、チーム自体も負けてしまう。

当然、会社もそうでしょう。
どんなに能力ある人でも、「やる気がない」「落ち込んでいる」など
気持ちが負けていると、いつもはしないミスをし、
しかも、さらに落ち込み、さらにパフォーマンスが下がるという
悪循環に陥ります。
そしてやがて優秀なのに会社を辞めたくなる・・・
そんなことが無いように、仕事ぶりと同時に、
仲間の精神状況を見極めるのが重要だと感じました。

次回のメルマガでは鹿島アントラーズの優勝報告をしたいです（笑）

メールマガジン編集担当　　矢合　真弓
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